
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の情報系列から直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を生成して、送信するＯＦＤ
Ｍ送信装置において、
　
　上記各情報系列から周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する複数のエンコーダと、
　上記各エンコーダから出力された複数のＯＦＤＭ信号を 周波数方向に
多重化したＯＦＤＭシンボルに対し 括して逆フーリエ変換を施すことにより ベース
バンドのＯＦＤＭ信号を 生成する多重化／逆フーリエ変換部と、
　上記ベースバンドのＯＦＤＭ信号を直交変調する直交変調部と、
　直交変調された上記ＯＦＤＭ信号をＲＦ帯域の信号に周波数変換して送信する送信部と
を備え、
　上記各エンコーダは、所定数のＯＦＤＭシンボル内の所定のキャリア位置及びシンボル
位置に所定の制御信号を配置してＯＦＤＭフレームを構成するフレーム構成部を有し、
　上記各エンコーダのフレーム構成部は、他のエンコーダにより され

ＯＦＤＭフレームと時間的に一致するように、上記ＯＦＤＭフレームを構
成すること
　を特徴とするＯＦＤＭ送信装置。
【請求項２】
　上記各エンコーダのフレーム構成部は、各エンコーダにより構成されるＯＦＤＭフレー
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上記各情報系列は、複数のグループのいずれかに属しており、
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上記グループ毎に
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ムの先頭のＯＦＤＭシンボルのタイミングが、他のエンコーダにより構成され
ＯＦＤＭフレームの先頭のＯＦＤＭシンボルのタイミングと一致する

ように上記ＯＦＤＭフレームを構成すること
　を特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項３】
　上記制御信号には、ＯＦＤＭフレームを検出するための同期信号が含められていること
　を特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項４】
　上記各エンコーダは、他のエンコーダにより生成される周波数領域のＯＦＤＭ信号とと
もに一括して逆フーリエ変換されているか否かを示す情報を、上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項５】
　上記各エンコーダは、一括して逆フーリエ変換される情報系列の数と、周波数方向に多
重化された後の周波数位置を示す位置情報とを、上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項６】
　上記各エンコーダは、いずれのグループに属しているかを示す情報を、上記制御信号に
含めること
　を特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項７】
　

　
【請求項８】
　地上デジタル放送に用いられる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号のＯＦＤＭ送信装
置において、
　 複数の情報チャネルの情報系列が入力され
、入力された各情報系列から周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する複数のエンコーダと、
　上記各エンコーダから出力された複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号を
一括して逆フーリエ変換することにより、上記複数の情報チャネルのＯＦＤＭ信号を周波
数方向に連結して送信する連結送信部とを備え、
　上記各エンコーダは、所定数のＯＦＤＭシンボル内の所定のキャリア位置及びシンボル
位置に所定の制御信号を配置してＯＦＤＭフレームを構成するフレーム構成部を有し、
　上記各エンコーダのフレーム構成部は、他のエンコーダにより され

ＯＦＤＭフレームと時間的に一致するように、上記ＯＦＤＭフレームを構
成すること
　を特徴とするＯＦＤＭ送信装置。
【請求項９】
　上記各エンコーダのフレーム構成部は、各エンコーダにより構成されるＯＦＤＭフレー
ムの先頭のＯＦＤＭシンボルのタイミングが、他のエンコーダにより構成され

ＯＦＤＭフレームの先頭のＯＦＤＭシンボルのタイミングと一致する
ように上記ＯＦＤＭフレームを構成すること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１０】
　上記制御情報には、ＯＦＤＭフレームを検出するための同期信号が含められていること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１１】
　上記制御情報として、固定の位相及び振幅のＣＰ信号が所定のキャリア位置及びシンボ
ル位置に配置されていること
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、且つ同一
のグループに属する

上記各エンコーダのフレーム構成部が、他のエンコーダにより構成され、且つ同一のグ
ループに属するＯＦＤＭフレームと時間的に一致するように、上記ＯＦＤＭフレームを構
成する際の同期タイミングを制御する同期制御部をさらに備えること

を特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ送信装置。

それぞれ複数のグループのいずれかに属する

上記グループ毎に

構成 、且つ同一のグ
ループに属する

、且つ同一
のグループに属する

８

８



　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１２】
　上記制御情報として、ＢＰＳＫ変調された信号であるＳＰ信号が所定のキャリア位置及
びシンボル位置に配置されていること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１３】
　上記各エンコーダは、他の情報チャネルに送信されるＯＦＤＭ信号が、当該情報チャネ
ルに送信されるＯＦＤＭ信号と連結されているか否かを示す連結送信情報を、上記制御信
号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１４】
　上記各エンコーダは、連結する情報チャネルの数と、連結した複数の情報チャネル内に
おける周波数位置を示す位置情報とを、上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１５】
　上記各エンコーダは、いずれのグループに属するかを示す連結送信グループ情報を、上
記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信装置。
【請求項１６】
　

　
【請求項１７】
　 複数の情報系列に対応した複数の周波数領
域の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を生成し、
　上記複数のＯＦＤＭ信号を 周波数方向に多重化したＯＦＤＭシンボル
に対し 一括して逆フーリエ変換を施すことにより ベースバンドのＯＦＤＭ信号を

生成し、
　上記ベースバンドのＯＦＤＭ信号を直交変調し、
　直交変調された上記ＯＦＤＭ信号をＲＦ帯域の信号に周波数変換して送信するＯＦＤＭ
送信方法であって、
　 各情報系列から 周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する際に、所定数のＯＦＤＭ
シンボル内の所定のキャリア位置及びシンボル位置に所定の制御信号を配置したＯＦＤＭ
フレームを構成するとともに、各情報系列から生成され Ｏ
ＦＤＭ信号のＯＦＤＭフレームを時間的に一致させること
　を特徴とするＯＦＤＭ送信方法。
【請求項１８】
　 各情報系列から されるＯＦＤＭフレームにおける先頭のＯＦＤＭシンボルのタ
イミングが、他の情報系列から され ＯＦＤＭフレーム
における先頭のＯＦＤＭシンボルのタイミングと一致するように上記ＯＦＤＭフレームを
構成すること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項１９】
　上記制御信号には、ＯＦＤＭフレームを検出するための同期信号が含められていること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２０】
　他の情報系列のＯＦＤＭ信号とともに一括して逆フーリエ変換されているか否かを示す
情報を、上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
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上記各エンコーダのフレーム構成部が、他のエンコーダにより構成され、且つ同一のグ
ループに属するＯＦＤＭフレームと時間的に一致するように、上記ＯＦＤＭフレームを構
成する際の同期タイミングを制御する同期制御部をさらに備えること

を特徴とする請求項８記載のＯＦＤＭ送信装置。

それぞれ複数のグループのいずれかに属する

上記グループ毎に
て 、 上記

グループ毎に

上記 上記

、且つ同一のグループに属する

上記 構成
構成 、且つ同一のグループに属する
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【請求項２１】
　一括して逆フーリエ変換される情報系列の数と、周波数方向に多重化された後の周波数
位置を示す位置情報とを、上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２２】
　いずれのグループに属しているかを示す情報を上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２３】
　地上デジタル放送に用いられる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を送信するＯＦＤ
Ｍ送信方法において、
　 複数の情報チャネルの情報系列が入力され
、入力された複数の情報系列から複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成し、
　上記複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号を 周波数方向に多重化したＯＦ
ＤＭシンボルに対し 一括して逆フーリエ変換を施すことにより、複数の情報チャネルの
ＯＦＤＭ信号を周波数方向に連結して送信するＯＦＤＭ送信方法であって、
　 各情報系列から 周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する際に、所定数のＯＦＤＭ
シンボル内の所定のキャリア位置及びシンボル位置に所定の制御信号を配置してＯＦＤＭ
フレームを構成するとともに、各情報系列から生成され Ｏ
ＦＤＭ信号のＯＦＤＭフレームを時間的に一致させること
　を特徴とするＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２４】
　 各情報系列から生成されるＯＦＤＭフレームにおける先頭のＯＦＤＭシンボルのタ
イミングが、他の情報系列から生成され ＯＦＤＭフレーム
における先頭のＯＦＤＭシンボルのタイミングと一致するように上記ＯＦＤＭフレームを
構成すること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２５】
　上記制御信号には、ＯＦＤＭフレームを検出するための同期信号が含められていること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２６】
　上記制御情報として、固定の位相及び振幅のＣＰ信号が所定のキャリア位置及びシンボ
ル位置に配置されていること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２７】
　上記制御情報として、ＢＰＳＫ変調された信号であるＳＰ信号が所定のキャリア位置及
びシンボル位置に配置されていること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２８】
　他の情報チャネルに送信されるＯＦＤＭ信号が当該情報チャネルに送信されるＯＦＤＭ
信号と連結されているか否かを示す連結送信情報を上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項２９】
　連結する情報チャネルの数と、連結した複数の情報チャネル内における周波数位置を示
す位置情報とを上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【請求項３０】
　いずれのグループに属するかを示す連結送信グループ情報を上記制御信号に含めること
　を特徴とする請求項 記載のＯＦＤＭ送信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、直交周波数分割多重化伝送（ＯＦＤＭ： Orthogonal Frequency Division Mult
iplexing）方式によるデジタル放送等の送信装置及び方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、デジタル信号を伝送する方式として、直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ： Orthog
onal Frequency Division Multiplexing）と呼ばれる変調方式が提案されている。このＯ
ＦＤＭ方式は、伝送帯域内に多数の直交する副搬送波（サブキャリア）を設け、それぞれ
のサブキャリアの振幅及び位相にデータを割り当て、ＰＳＫ（ Phase Shift Keying）やＱ
ＡＭ（ Quadrature Amplitude Modulation）によりディジタル変調する方式である。
【０００３】
このＯＦＤＭ方式は、多数のサブキャリアで伝送帯域を分割するため、サブキャリア１波
あたりの帯域は狭くなり変調速度は遅くはなるが、トータルの伝送速度は、従来の変調方
式と変わらないという特徴を有している。また、このＯＦＤＭ方式は、多数のサブキャリ
アが並列に伝送されるためにシンボル速度が遅くなるという特徴を有している。そのため
、このＯＦＤＭ方式は、シンボルの時間長に対する相対的なマルチパスの時間長を短くす
ることができ、マルチパス妨害を受けにくくなる。また、ＯＦＤＭ方式は、複数のサブキ
ャリアに対してデータの割り当てが行われることから、変調時には逆フーリエ変換を行う
ＩＦＦＴ（ Inverse Fast Fourier Transform）演算回路、復調時にはフーリエ変換を行う
ＦＦＴ（ Fast Fourier Transform）演算回路を用いることにより、送受信回路を構成する
ことができるという特徴を有している。
【０００４】
以上のような特徴からＯＦＤＭ方式は、マルチパス妨害の影響を強く受ける地上波ディジ
タル放送に適用することが広く検討されている。このようなＯＦＤＭ方式を採用した地上
波ディジタル放送としては、日本においては、ＩＳＤＢ－Ｔ（ Integrated Services Digi
tal Broadcasting -Terrestrial）といった規格が提案されている。
【０００５】
ところで、このようなＯＦＤＭ方式を用いた情報の伝送を行う場合、隣接するチャネルか
らの混信を防ぐため図１６に示すように、各チャネル間に所定量の周波数間隔を空けて、
ガードバンドを設けていた。しかしながら、このようにガードバンドを設けた場合、各チ
ャネルが占有する帯域幅が広く、周波数利用効率が悪くなっていた。
【０００６】
そのため、本出願人は、特願平１１－００５７４６８号において、複数の情報チャネルの
周波数領域のＯＦＤＭ信号の中心周波数をそれぞれ変えて、これらを周波数方向に多重化
し、複数の情報チャネルの周波数領域のＯＦＤＭ信号を一括して逆フーリエ変換する、と
いうＯＦＤＭ信号の連結送信方法を提案した。
【０００７】
このＯＦＤＭ信号の連結送信方法によれば、例えば、３つの情報チャネルの情報系列（Ｃ
ｈ１，Ｃｈ２，Ｃｈ３）を送信する場合、図１７に示すように、各チャネル間のガードバ
ンドを除去した状態で、３つの情報チャネルを周波数軸方向に連結して送信することがで
きる。
【０００８】
以下、このＯＦＤＭ信号の連結送信を行うことができるＯＦＤＭ送信装置について具体的
に説明をする。
【０００９】
図１８に、ＯＦＤＭ信号の連結送信を行うことができるＯＦＤＭ送信装置のブロック構成
図を示す。連結するチャネル数は、任意の数とすることができるが、ここでは、３つの情
報チャネルの情報系列（Ｃｈ１，Ｃｈ２，Ｃｈ３）を連結送信する例を示す。なお、ＲＦ
帯域での各情報チャネルの中心周波数は、図１７に示したように、第１の情報チャネルが
ｆ 1、第２の情報チャネルがｆ 2、第３の情報チャネルがｆ 3であるものとする。
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【００１０】
ＯＦＤＭ送信装置１０１は、第１のチャネルエンコーダ１０２ -１と、第２のチャネルエ
ンコーダ１０２ -２と、第３のチャネルエンコーダ１０２ -３と、第１の周波数変換部１０
３ -１と、第２の周波数変換部１０３ -２と、第３の周波数変換部１０３ -３と、多重化部
１０４と、ＩＦＦＴ演算部１０５と、ガードインターバル付加部１０６と、直交変調部１
０７と、周波数変換部１０８と、アンテナ１０９とを備えて構成される。
【００１１】
第１のチャネルエンコーダ１０２ -１には、第１の情報チャネルの情報系列が入力される
。第１のチャネルエンコーダ１０２ -１は、リードソロモン符号化処理、エネルギー拡散
処理、インタリーブ処理、畳み込み符号化処理、マッピング処理、ＯＦＤＭフレーム構成
処理等を行う。この第１のチャネルエンコーダ１０２ -１は、以上のような処理を行い、
周波数領域のＯＦＤＭ信号である第１のチャネルデータを生成する。この周波数領域のＯ
ＦＤＭ信号である第１のチャネルデータは、その中心周波数が０とされている。
【００１２】
第２のチャネルエンコーダ１０２ -２、第３のチャネルエンコーダ１０２ -３は、それぞれ
第２の情報チャネルの情報系列及び第３の情報チャネルの情報系列に対して、第１のチャ
ネルエンコーダ１０２ -１と同様の処理を行う。また、これら第２のチャネルエンコーダ
１０２ -２、第３のチャネルエンコーダ１０２ -３から出力される周波数領域のＯＦＤＭ信
号（第２のチャネルデータ及び第３のチャネルデータ）も、その中心周波数が０とされて
いる。
【００１３】
第１の周波数変換部１０３ -１は、第１のチャネルエンコーダ１０２ -１から出力された第
１のチャネルデータ（周波数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をシフトする周波数変換
処理を行う。第１の周波数変換部１０３ -１は、第１のチャネルデータの中心周波数を、
０から（ｆ 1－ｆ 2）に周波数変換をする。
【００１４】
第２の周波数変換部１０３ -２は、第２のチャネルエンコーダ１０２ -２から出力された第
２のチャネルデータ（周波数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をシフトする周波数変換
処理を行う。第２の周波数変換部１０３ -２は、第２のチャネルデータの中心周波数を、
０から（ｆ 2－ｆ 2）に周波数変換をする。
【００１５】
第３の周波数変換部１０３ -３は、第３のチャネルエンコーダ１０２ -３から出力された第
３のチャネルデータ（周波数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をシフトする周波数変換
処理を行う。第３の周波数変換部１０３ -３は、第３のチャネルデータの中心周波数を、
０から（ｆ 3－ｆ 2）に周波数変換をする。
【００１６】
なお、第２のチャネルデータは、連結送信される３つのチャネルのうち、第２の情報チャ
ネルが中心位置に配置されるため、実質上周波数変換は行われない。
【００１７】
多重化部１０４は、第１の周波数変換部１０３ -１、第２の周波数変換部１０３ -２及び第
３の周波数変換部１０３ -３から出力された各チャネルデータを、周波数方向に多重化し
て、多重化信号を生成する。
【００１８】
ＩＦＦＴ演算部１０５は、多重化部１０４により多重化された３チャネル分の多重化信号
を一括して逆フーリエ変換し、時間領域のベースバンドのＯＦＤＭ信号を生成する。生成
されたベースバンドのＯＦＤＭ信号の周波数特性は、図１９に示すように、第１の情報チ
ャネルの中心周波数が（ｆ 1－ｆ 2）となっており、第２の情報チャネルの中心周波数が０
となっており、第３の情報チャネルの中心周波数が（ｆ 3－ｆ 2）となっている。そして、
このベースバンドのＯＦＤＭ信号は、第１～第３の情報チャネルの情報が周波数分割多重
されているとともに、全ての搬送波間で符号間干渉が生じないように直交性が保たれてい
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る。
【００１９】
ガードインターバル付加部１０６は、ＩＦＦＴ演算部１０５からのベースバンドのＯＦＤ
Ｍ信号にガードインターバルを付加する。ＯＦＤＭ方式による送信信号は、図２０に示す
ように、ＯＦＤＭシンボルと呼ばれるシンボル単位で伝送される。このＯＦＤＭシンボル
は、送信時にＩＦＦＴが行われる信号期間である有効シンボルと、この有効シンボルの後
半の一部分の波形がコピーされたガードインターバルとから構成されている。このガード
インターバルは、ＯＦＤＭシンボルの前半部分に設けられる。ガードインターバル付加部
１０６は、このようなガードインターバルを生成し、有効シンボルに付加する。
【００２０】
直交変調部１０７は、ガードインターバルが付加されたベースバンドのＯＦＤＭ信号を、
周波数ｆＩ Ｆ の中間周波数帯の搬送波に対して直交変調し、ＩＦ信号を出力する。
【００２１】
周波数変換部１０８は、直交変調部１０７から出力されたＩＦ信号に、周波数ｆ 2＋ｆ I F

の搬送波信号を乗算して、ＲＦ信号帯域の送信信号を生成する。
【００２２】
この周波数変換部１０８により生成された送信信号は、アンテナ１０９を介して送信され
る。
【００２３】
以上のようにＯＦＤＭ送信装置１０１では、３つの情報チャネルのチャネルデータ（周波
数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をそれぞれ変えて、これらを周波数方向に多重化し
、複数の情報チャネルの周波数領域のＯＦＤＭ信号を一括して逆フーリエ変換する、とい
うＯＦＤＭ信号の連結送信を行うことができる。
【００２４】
このような連結送信を行うと、３つのチャネルに対して一括してＩＦＦＴを行うこととな
り各サブキャリア間の符号間干渉が発生せず直交性が保たれて変調される。そのため、連
結された３つのチャネル内では干渉が生じない。従って、このＯＦＤＭ送信装置１０１で
は、隣接チャネルからの干渉を防ぐためのガードバンドを設けることなく、３チャネル分
の情報の送信をすることができる。
【００２５】
そして、このような信号を受信するＯＦＤＭ受信装置では、ローカル発振器の発振周波数
を希望する情報チャネルの中心周波数にチューニングしてＩＦ信号を検出する。例えば、
第１の情報チャネルを受信する場合には周波数（ｆ 1）にチューニングし、第２の情報チ
ャネルを受信する場合であれば周波数（ｆ 2）にチューニングし、第３の情報チャネルを
受信する場合であれば周波数（ｆ 3）にチューニングすればよい。検出されたＩＦ信号は
、周波数（ｆ I F）の搬送波を用いて直交復調され時間領域のベースバンドのＯＦＭＤ信号
とされる。このベースバンドのＯＦＤＭ信号の中心周波数は、どの情報チャネルを受信し
た場合にも、０となる。そして、このベースバンドのＯＦＤＭ信号をＦＦＴ変換して、周
波数領域のＯＦＤＭ信号であるチャネルデータを復調する。
【００２６】
このようにＯＦＤＭ受信装置では、複数の情報チャネルの周波数領域のＯＦＤＭ信号を周
波数方向に多重化し一括して逆フーリエ変換した連結送信がされていたとしても、各情報
チャネルの中心周波数にローカル発振器の発振周波数をチューニングすることによって、
１つのチャネルのみを選択的に受信することができる。
【００２７】
次に、デジタル地上波放送の放送方式の一つであるＩＳＤＢ－Ｔ規格（モード１の場合）
に定められているフレーム構成について説明をする。
【００２８】
ＩＳＤＢ－Ｔ規格では、図２１及び図２２に示すように、ＯＦＤＭフレームという、伝送
データのデータ構成が定められている。図２１は、差動変調（ＤＱＰＳＫ）により情報信
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号を変調する場合におけるフレーム構成を示しており、図２２は、同期変調（ＱＰＳＫ、
１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ）により情報信号を変調する場合におけるフレーム構成を示して
いる。
【００２９】
この図２１及び図２２に示すように、１シンボルで送信されるデータ数は、１０８（キャ
リア番号＃０～＃１０７）個である。この１シンボルのデータ単位をＯＦＤＭシンボルと
呼ぶ。また、２０４個のＯＦＤＭシンボル（シンボル番号＃０～＃２０３）で１ＯＦＤＭ
フレームを構成している。
【００３０】
この１ＯＦＤＭフレームには、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等で直交変調された情
報信号（Ｓ 0 , 0～Ｓ 9 5 , 2 0 3）が含まれるとともに、ＣＰ（ Continual Pilot）信号、ＴＭＣ
Ｃ（ Transmission and Multiplexing Configuration Control）、ＡＣ（ Auxiliary Chann
el）、ＳＰ (Scattered Pilot)信号といった各種制御信号も含まれる。
【００３１】
ＣＰ信号は、全て固定の位相及び振幅の信号である。ＣＰ信号は、差動変調により情報信
号を変調する場合、各ＯＦＤＭシンボルの先頭キャリア（もっとも周波数が低い位置）に
配置されている。また、ＣＰ信号は、連結送信をする場合には、連結送信帯域の右端（最
も高い周波数）に配置されている。
【００３２】
ＳＰ信号は、ＢＰＳＫ変調された信号であり、図２２に示したように、周波数方向に１２
キャリアに１回、シンボル方向に４シンボルに１回挿入されるように配置されている。こ
のＳＰ信号は、受信側で波形等化する際に伝搬路特性を推定するために用いられるもので
あるので、波形等化を必要とする同期変調（ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ）の場合
にのみ挿入がされる。
【００３３】
ＴＭＣＣ信号及びＡＣ信号は、ＢＰＳＫ変調された信号であり、各シンボル内における配
置位置は、図２３及び図２４に示すとおりである。図２３は、差動変調用のＯＦＤＭフレ
ームでの配置を示し、図２４は同期変調用のＯＦＤＭフレームでの配置を示す。ＡＣ信号
は、付加情報の伝送に用いられる。ＴＭＣＣ信号は、伝送制御情報の伝送に用いられる。
【００３４】
このＴＭＣＣ信号は、１ＯＦＤＭフレーム単位で完結する２０４ビット（Ｂ 0～Ｂ 2 0 3）の
情報である。ＴＭＣＣ信号に割り当てられている情報内容を図２５に示す。
【００３５】
Ｂ０ には、差動復調の振幅及び位相の基準を示す信号が割り当てられている。
【００３６】
Ｂ 1～Ｂ 1 6には、１フレーム毎に反転されるシンクコード（同期信号）が割り当てられて
いる。受信側では、このシンクコードのビットパターンを検出して、ＴＭＣＣ信号の同期
及びＯＦＤＭフレームの同期を検出する。
【００３７】
Ｂ 1 7～Ｂ 1 9には、当該フレームが、同期変調用のフレームであるか差動変調用のフレーム
であるかを識別するセグメントの識別信号が割り当てられている。
【００３８】
Ｂ２ ０ ～Ｂ１ ２ １ には、ＴＭＣＣ情報（１０２ビット）が割り当てられている。このＴＭ
ＣＣ情報には、情報信号のキャリア変調方式、畳み込み符号化率、インタリーブ長、セグ
メント数等が記述されている。
【００３９】
Ｂ 1 2 2～Ｂ 2 0 3には、パリティビットが割り当てられている。
【００４０】
そして、送信側では、以上のようなＯＦＤＭフレームを、チャネルエンコーダ内のフレー
ム構成部で生成する。受信側では、まず、シンボル単位の同期をとってＦＦＴ演算を行い

10

20

30

40

50

(8) JP 3799951 B2 2006.7.19



、続いて、ＴＭＣＣ信号に記述されている同期信号を検出し、フレームの同期をとってデ
ータの復号を行うこととなる。
【００４１】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、受信側では、あるチャネルから他のチャネルへチャネル変更を行う場合、ロー
カル発振器の発振周波数を設定し直して、再度ＲＦ信号の受信から処理を開始する。その
ため、チャネル変更を行った場合には、再度シンボルの同期をとってＦＦＴ演算を行い、
続いて、再度ＴＭＣＣのシンクコードを検出してフレーム同期をとりデータの復号を行わ
なければならない。
【００４２】
しかしながら、フレーム同期を検出する場合、最低でも２つのフレームのシンクコードを
検出する必要があるため、少なくともフレーム期間以上の時間を要してしまう。例えばＩ
ＳＤＢ－Ｔ規格では、ＯＦＤＭフレームのフレーム長は、最大で約２５０ｍｓとなる。こ
の場合、フレーム同期を検出するには約２５０ｍｓ必要となってしまう。フレーム同期を
検出できなければ、例えば、フレーム単位で配置やデータが規定されているＳＰ信号の抽
出、ＴＭＣＣ信号のデーコード、パンクチャリングの切り換え位置等を特定することがで
きず、データの出力をすることができない。従って、チャネル変更をしたときから、変更
後の音声や映像が出力されるまでの切り換え時間に非常に多くの時間を費やしてしまって
いた。
【００４３】
これは、連結送信をしている場合であっても、連結送信をしていない場合であっても同様
である。
【００４４】
本発明は、このような実情を鑑みてなされたものであり、受信する情報チャネルの変更時
における切り換え時間を短くするＯＦＤＭ送信装置及び方法を提供することを目的とする
。
【００４５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信装置は、複数の情報系列から直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ
）信号を生成して、送信するＯＦＤＭ送信装置において、上記各情報系列は、複数のグル
ープのいずれかに属しており、上記各情報系列から周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する
複数のエンコーダと、上記各エンコーダから出力された複数のＯＦＤＭ信号を上記グルー
プ毎に周波数方向に多重化したＯＦＤＭシンボルに対して一括して逆フーリエ変換を施す
ことにより、ベースバンドのＯＦＤＭ信号を上記グループ毎に生成する多重化／逆フーリ
エ変換部と、上記ベースバンドのＯＦＤＭ信号を直交変調する直交変調部と、直交変調さ
れた上記ＯＦＤＭ信号をＲＦ帯域の信号に周波数変換して送信する送信部とを備え、上記
各エンコーダは、所定数のＯＦＤＭシンボル内の所定のキャリア位置及びシンボル位置に
所定の制御信号を配置してＯＦＤＭフレームを構成するフレーム構成部を有し、上記各エ
ンコーダのフレーム構成部は、他のエンコーダにより構成され、且つ同一のグループに属
するＯＦＤＭフレームと時間的に一致するように、上記ＯＦＤＭフレームを構成すること
を特徴とする。
【００４６】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信装置は、複数のＯＦＤＭ信号をグループ毎に周波数方向に多
重化したＯＦＤＭシンボルに対して一括して逆フーリエ変換を施すことにより、ベースバ
ンドのＯＦＤＭ信号をグループ毎に生成し、さらに、同一のグループに属する各ＯＦＤＭ
信号のＯＦＤＭフレームを時間的に一致させる。
【００４７】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信装置は、地上デジタル放送に用いられる直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）信号のＯＦＤＭ送信装置において、それぞれ複数のグループのいずれかに属
する複数の情報チャネルの情報系列が入力され、入力された各情報系列から周波数領域の
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ＯＦＤＭ信号を生成する複数のエンコーダと、上記各エンコーダから出力された複数の周
波数領域のＯＦＤＭ信号を上記グループ毎に一括して逆フーリエ変換することにより、上
記複数の情報チャネルのＯＦＤＭ信号を周波数方向に連結して送信する連結送信部とを備
え、上記各エンコーダは、所定数のＯＦＤＭシンボル内の所定のキャリア位置及びシンボ
ル位置に所定の制御信号を配置してＯＦＤＭフレームを構成するフレーム構成部を有し、
上記各エンコーダのフレーム構成部は、他のエンコーダにより構成され、且つ同一のグル
ープに属するＯＦＤＭフレームと時間的に一致するように、上記ＯＦＤＭフレームを構成
することを特徴とする。
【００４８】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信装置は、複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号をグループ毎に一
括して逆フーリエ変換することにより、複数の情報チャネルのＯＦＤＭ信号を周波数方向
に連結して送信し、さらに、同一のグループに属する各ＯＦＤＭ信号のＯＦＤＭフレーム
を時間的に一致させる。
【００４９】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信方法は、それぞれ複数のグループのいずれかに属する複数の
情報系列に対応した複数の周波数領域の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を生成し、
上記複数のＯＦＤＭ信号を上記グループ毎に周波数方向に多重化したＯＦＤＭシンボルに
対して一括して逆フーリエ変換を施すことにより、ベースバンドのＯＦＤＭ信号を上記グ
ループ毎に生成し、上記ベースバンドのＯＦＤＭ信号を直交変調し、直交変調された上記
ＯＦＤＭ信号をＲＦ帯域の信号に周波数変換して送信するＯＦＤＭ送信方法であって、上
記各情報系列から上記周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する際に、所定数のＯＦＤＭシン
ボル内の所定のキャリア位置及びシンボル位置に所定の制御信号を配置したＯＦＤＭフレ
ームを構成するとともに、各情報系列から生成され、且つ同一のグループに属するＯＦＤ
Ｍ信号のＯＦＤＭフレームを時間的に一致させることを特徴とする。
【００５０】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信方法は、複数のＯＦＤＭ信号をグループ毎に周波数方向に多
重化したＯＦＤＭシンボルに対して一括して逆フーリエ変換を施すことにより、ベースバ
ンドのＯＦＤＭ信号をグループ毎に生成し、さらに、同一のグループに属する各ＯＦＤＭ
信号のＯＦＤＭフレームを時間的に一致させる。
【００５１】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信方法は、地上デジタル放送に用いられる直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）信号を送信するＯＦＤＭ送信方法において、それぞれ複数のグループのいず
れかに属する複数の情報チャネルの情報系列が入力され、入力された複数の情報系列から
複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成し、上記複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号を上記
グループ毎に周波数方向に多重化したＯＦＤＭシンボルに対して一括して逆フーリエ変換
を施すことにより、複数の情報チャネルのＯＦＤＭ信号を周波数方向に連結して送信する
ＯＦＤＭ送信方法であって、上記各情報系列から上記周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成す
る際に、所定数のＯＦＤＭシンボル内の所定のキャリア位置及びシンボル位置に所定の制
御信号を配置してＯＦＤＭフレームを構成するとともに、各情報系列から生成され、且つ
同一のグループに属するＯＦＤＭ信号のＯＦＤＭフレームを時間的に一致させることを特
徴とする。
【００５２】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信方法は、複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号をグループ毎に一
括して逆フーリエ変換することにより、複数の情報チャネルのＯＦＤＭ信号を周波数方向
に連結して送信し、さらに、同一のグループに属する各ＯＦＤＭ信号のＯＦＤＭフレーム
を時間的に一致させる。
【００５３】
まず、送信側の構成について説明する。
【００５４】
送信側は、図１に示すように、複数のソースエンコーダ１ａ（１ａ－１～１ａ－ｎ）と、
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ＯＦＤＭ送信装置１とから構成される。ソースエンコーダ１ａは、複数のベースバンドの
ビデオデータやオーディオデータ等が入力され、これらをＭＰＥＧ－２方式で圧縮符号化
して複数のプログラムストリームを生成する。そして、ソースエンコーダ１ａは、これら
複数のプログラムストリームをＭＰＥＧ－２Ｓｙｓｔｅｍｓに規定されるトランスポート
ストリームとして多重化する。ＯＦＤＭ送信装置１は、複数のソースエンコーダ１ａから
出力される複数のトランスポートストリームを多重化して連結送信をする。
【００５５】
図２に、本発明を適用したＯＦＤＭ送信装置のブロック構成図を示す。
【００５６】
図２に示すＯＦＤＭ送信装置は、従来例において説明したＯＦＤＭ送信装置と同様に、３
つの情報チャネルを連結送信する装置である。ＲＦ帯域での各情報チャネルの中心周波数
は、図１７に示したものと同様に、第１の情報チャネルがｆ 1、第２の情報チャネルがｆ 2

、第３の情報チャネルがｆ 3であるものとする。
【００５７】
ＯＦＤＭ送信装置１は、第１のチャネルエンコーダ２ -１と、第２のチャネルエンコーダ
２ -２と、第３のチャネルエンコーダ２ -３と、同期制御部３と、第１の周波数変換部４ -
１と、第２の周波数変換部４ -２と、第３の周波数変換部４ -３と、多重化部５と、ＩＦＦ
Ｔ演算部６と、ガードインターバル付加部７と、直交変調部８と、周波数変換部９と、ア
ンテナ１０とを備えて構成される。
【００５８】
第１のチャネルエンコーダ２ -１には、第１の情報チャネルの情報系列が入力される。第
１のチャネルエンコーダ２ -１は、リードソロモン符号化処理、エネルギー拡散処理、イ
ンタリーブ処理、畳み込み符号化処理、マッピング処理、ＯＦＤＭフレーム構成処理等を
行う。この第１のチャネルエンコーダ２ -１には、ＯＦＤＭフレームのフレーム構成を行
うフレーム構成部２ -１ａが設けられている。このフレーム構成部２ -１ａは、符号化され
た情報信号に、ＣＰ信号、ＡＣ信号、ＴＭＣＣ信号、ＳＰ信号等を付加して、図２１及び
図２２に示したような、２０４個のＯＦＤＭシンボルからなるＯＦＤＭフレームを構成す
る。このフレーム構成部２ -１は、このＯＦＤＭフレームを構成する際、そのフレームの
同期タイミングが、同期制御部３により制御される。すなわち、フレームの切り出しシン
ボル及びフレームの切り出しタイミングが同期制御部３により制御される。この第１のチ
ャネルエンコーダ２ -１は、以上のような処理を行い、周波数領域のＯＦＤＭ信号である
第１のチャネルデータを生成する。この周波数領域のＯＦＤＭ信号である第１のチャネル
データは、その中心周波数が０とされている。
【００５９】
第２のチャネルエンコーダ２ -２、第３のチャネルエンコーダ２ -３は、それぞれ第２の情
報チャネルの情報系列及び第３の情報チャネルの情報系列に対して、第１のチャネルエン
コーダ２ -１と同様の処理を行う。また、同様に、ＯＦＤＭフレームのフレーム構成を行
うフレーム構成部２ -２ａ及びフレーム構成部２ -３ａが設けられている。また、これらフ
レーム構成部２ -２ａ及びフレーム構成部２ -３ａも、同期制御部３により、構成するＯＦ
ＤＭフレームの同期タイミングが制御されている。これら第２のチャネルエンコーダ２ -
２、第３のチャネルエンコーダ２ -３から出力される周波数領域のＯＦＤＭ信号（第２の
チャネルデータ及び第３のチャネルデータ）も、その中心周波数が０とされている。
【００６０】
同期制御部３は、第１のチャネルエンコーダ２ -１、第２のチャネルエンコーダ２ -２及び
第３のチャネルエンコーダ３ -１に対するＯＦＤＭフレームのフレームの同期タイミング
を制御する。ここで、この同期制御部３は、第１から第３のチャネルデータのＯＦＤＭフ
レームが、時間的に全て一致するように、フレームの同期制御を行う。具体的には、各Ｏ
ＦＤＭフレームの先頭のＯＦＤＭシンボル（＃０）のタイミングが、他のチャネルの先頭
シンボルのタイミングと一致するように、フレーム構成の同期タイミングを制御する。
【００６１】
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第１の周波数変換部４ -１は、第１のチャネルエンコーダ２ -１から出力された第１のチャ
ネルデータ（周波数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をシフトする周波数変換を行う。
第１の周波数変換部４ -１は、第１のチャネルデータの中心周波数を、０から（ｆ 1－ｆ 2

）に周波数変換をする。
【００６２】
第２の周波数変換部４ -２は、第２のチャネルエンコーダ２ -２から出力された第２のチャ
ネルデータ（周波数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をシフトする周波数変換を行う。
第２の周波数変換部４ -２は、第２のチャネルデータの中心周波数を、０から（ｆ 2－ｆ 2

）に周波数変換をする。
【００６３】
第３の周波数変換部４ -３は、第３のチャネルエンコーダ２ -３から出力された第３のチャ
ネルデータ（周波数領域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をシフトする周波数変換を行う。
第３の周波数変換部４ -３は、第３のチャネルデータの中心周波数を、０から（ｆ 3－ｆ 2

）に周波数変換をする。
【００６４】
このような第１の周波数変換器４ -１、第２の周波数変換部４ -２及び第３の周波数変換部
４ -３の回路構成例を図３に示す。
【００６５】
周波数変換回路は、移相器１１と、位相角発生器１２と、累積加算器１３とを備えて構成
される。
【００６６】
移相器１１には、例えば、ＢＰＳＫ、ＤＱＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭと
いった変調方式に従ってマッピングされた複素信号が入力される。入力される複素信号の
信号点を（Ｉ、Ｑ）として表す。また、位相角発生器１２には、周波数シフト量Δｆと、
ガードインターバル長ΔＴが入力される。周波数シフト量Δｆは、各情報チャネルのＲＦ
周波数帯域における中心周波数と、連結送信する多重化信号のＲＦ周波数帯域における中
心周波数との差分をとった値である。すなわち、第１の情報チャネルの周波数シフト量Δ
ｆは（ｆ１ －ｆ２ ）となり、第２の情報チャネルの周波数シフト量Δｆは（ｆ２ －ｆ２ ）
となり、第３の情報チャネルの周波数シフト量Δｆは（ｆ３ －ｆ２ ）となる。
【００６７】
位相角発生器１２は、以下の式（１）に従い、位相角θを発生する。
【００６８】
θ＝ｆ（Δｆ，ΔＴ）＝２πΔｆ（Ｔ＋ΔＴ）
Ｔは、ベースバンドＯＦＤＭ信号の有効シンボル期間である。
【００６９】
位相角発生器１２により発生された位相角θは、累積加算器１３に入力される。
【００７０】
累積加算器１３は、入力された位相角θを、１シンボル毎に累積加算し、累積加算結果θ
´を出力する。この累積加算結果θ´は、移相器１１に入力される。
【００７１】
移相器１１は、入力された累積加算結果θ´を、以下の式（２）に代入して、信号点（Ｉ
、Ｑ）に対して周波数シフトを行う。
【００７２】
【数１】
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【００７３】
第１の周波数変換器４ -１、第２の周波数変換部４ -２及び第３の周波数変換部４ -３は、
以上のようにして得られた信号点（Ｉ′，Ｑ′）を多重化器５に出力する。
【００７４】
なお、第２のチャネルデータは、連結送信される３つのチャネルのうち、第２の情報チャ
ネルが中心位置に配置されるため、実質上周波数変換は行われない。
【００７５】
多重化部５は、第１の周波数変換部４ -１、第２の周波数変換部４ -２及び第３の周波数変
換部４ -３から出力された各チャネルデータを、周波数方向に多重化して、多重化信号を
生成する。多重化して得られた多重化信号は、図４に示すように、周波数方向に第１の情
報チャネル、第２の情報チャネル、第３の情報チャネルが多重化されているとともに、時
間軸方向にはフレームの同期がとられた状態とされている。
【００７６】
ＩＦＦＴ演算部６は、多重化部５により多重化された３チャネル分の多重化信号を一括し
て逆フーリエ変換し、時間領域のベースバンドのＯＦＤＭ信号を生成する。生成されたベ
ースバンドのＯＦＤＭ信号の周波数特性は、図１９に示したものと同様に、第１の情報チ
ャネルの中心周波数が（ｆ 1－ｆ 2）となっており、第２の情報チャネルの中心周波数が０
となっており、第３の情報チャネルの中心周波数が（ｆ 3－ｆ 2）となっている。そして、
このベースバンドのＯＦＤＭ信号は、第１～第３の情報チャネルの情報が周波数分割多重
されているとともに、全ての搬送波間で符号間干渉が生じないように直交性が保たれてい
る。
【００７７】
ガードインターバル付加部７は、ＩＦＦＴ演算部６からのベースバンドのＯＦＤＭ信号に
ガードインターバルを付加する。
【００７８】
直交変調部８は、ガードインターバルが付加されたベースバンドのＯＦＤＭ信号を、周波
数ｆＩ Ｆ の中間周波数帯域の搬送波に対して直交変調し、ＩＦ信号を出力する。
【００７９】
周波数変換部９は、直交変調部８から出力されたＩＦ信号に、周波数ｆ 2＋ｆ I Fの搬送波
信号を乗算して、ＲＦ信号帯域の送信信号を生成する。
【００８０】
この周波数変換部９により生成された送信信号は、アンテナ１０を介して送信される。
【００８１】
以上のようにＯＦＤＭ送信装置１では、３つの情報チャネルのチャネルデータ（周波数領
域のＯＦＤＭ信号）の中心周波数をそれぞれ変えて、これらを周波数方向に多重化し、複
数の情報チャネルの周波数領域のＯＦＤＭ信号を一括して逆フーリエ変換する、というＯ
ＦＤＭ信号の連結送信を行うことができる。
【００８２】
このような連結送信を行うと、３つのチャネルに対して一括してＩＦＦＴを行うこととな
り各サブキャリア間の符号間干渉が発生せず直交性が保たれて変調される。そのため、連
結された３つのチャネル内では干渉が生じない。従って、このＯＦＤＭ送信装置１では、
隣接チャネルからの干渉を防ぐためのガードバンドを設けることなく、３チャネル分の情
報の送信をすることができる。

10

20

30

40

50

(13) JP 3799951 B2 2006.7.19



【００８３】
さらに、このＯＦＤＭ送信装置１では、連結送信した複数の情報チャネルのＯＦＤＭフレ
ームを同期させて送信している。
【００８４】
つぎに、受信側の構成について説明する。
【００８５】
受信側は、図５に示すように、ＯＦＤＭ受信装置２０と、ＭＰＥＧデコーダ２１とから構
成される。ＯＦＤＭ受信装置２０は、ＯＦＤＭ送信装置１から放送された放送波を受信し
て、ＭＰＥＧデコーダ－２ｓｙｓｔｅｍｓのトランスポートストリームを復調する。ＭＰ
ＥＧデコーダ２１は、復調されたトランスポートストリームから任意のプログラムストリ
ームを選択して、ＭＰＥＧデコードし、ビデオデータやオーディオデータを出力する。
【００８６】
図６は、本発明を適用したＯＦＤＭ受信装置のブロック構成図である。
【００８７】
ＯＦＤＭ受信装置２０は、図６に示すように、アンテナ２２と、チューナ２３と、バンド
パスフィルタ（ＢＰＦ）２４と、Ａ／Ｄ変換器２５と、デジタル直交復調部２６と、ｆｃ
補正部２７と、ＦＦＴ演算部２８と、狭帯域ｆｃ誤差算出・ウィンドウシンク（ＦＡＦＣ
・Ｗ－Ｓｙｎｃ）部２９と、広帯域ｆｃ誤差算出（ＷＡＦＣ）部３０と、数値コントロー
ル発振部（ＮＣＯ）３１と、イコライザ３２と、周波数方向デインタリーバ３３と、時間
方向デインタリーバ３４と、デマッピング部３５と、エラー訂正部３６と、ＴＭＣＣ復号
部３７と、制御部３８と、メモリ３９とを備えている。
【００８８】
上記ＯＦＤＭ送信装置１から送信された放送波は、ＯＦＤＭ受信装置２０のアンテナ２２
により受信され、ＲＦ信号としてチューナ２３に供給される。
【００８９】
アンテナ２２により受信されたＲＦ信号は、局部発振器及び乗算器等からなるチューナ２
３によりＩＦ信号に周波数変換され、ＢＰＦ４に供給される。チューナ２３の局部発振周
波数は、ユーザにより選択されたチャネルに応じた局部発信周波数が制御部３８により設
定される。例えば、第１の情報チャネル（ＣＨ１）の受信を行う場合には局部発信周波数
が（ｆ 1）にチューニングされ、第２の情報チャネル（ＣＨ２）の受信を行う場合には局
部発信周波数が（ｆ 2）にチューニングされ、第３の情報チャネル（ＣＨ３）の受信を行
う場合には局部発信周波数が（ｆ 3）にチューニングされる。チューナ２３から出力され
たＩＦ信号は、ＢＰＦ４によりフィルタリングされた後、Ａ／Ｄ変換器２５によりデジタ
ル化され、デジタル直交復調部２６に供給される。
【００９０】
デジタル直交復調部２６は、所定の周波数（ｆ C：キャリア周波数）のキャリア信号を用
いて、デジタル化されたＩＦ信号を直交復調し、ベースバンドのＯＦＤＭ信号を出力する
。このデジタル直交復調部２６から出力されるベースバンドのＯＦＤＭ信号は、ＦＦＴ演
算される前のいわゆる時間領域の信号である。この時間領域のベースバンドＯＦＤＭ信号
は、直交復調された結果、実軸成分（Ｉチャネル信号）と、虚軸成分（Ｑチャネル信号）
とを含んだ複素信号となる。デジタル直交復調部２６により出力されるベースバンドＯＦ
ＤＭ信号は、ｆｃ補正部２７に供給される。
【００９１】
ｆｃ補正部２７は、ＮＣＯ３１から出力されるｆｃ誤差補正信号とベースバンドＯＦＤＭ
信号とを複素乗算し、ベースバンドＯＦＤＭ信号のキャリア周波数誤差を補正する。キャ
リア周波数誤差は、例えば局部発振器から出力される基準周波数のずれ等により生じるベ
ースバンドＯＦＤＭ信号の中心周波数位置の誤差であり、この誤差が大きくなると出力さ
れるデータの誤り率が増大する。ｆｃ補正部２７によりキャリア周波数誤差が補正された
ベースバンドＯＦＤＭ信号は、ＦＦＴ演算部２８及びＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９に供
給される。
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【００９２】
ＦＦＴ演算部２８は、ベースバンドＯＦＤＭ信号に対してＦＦＴ演算を行い、各サブキャ
リアに直交変調されているデータを抽出して出力する。このＦＦＴ演算部２８から出力さ
れる信号は、ＦＦＴされた後のいわゆる周波数領域の信号である。
【００９３】
ＦＦＴ演算部２８は、１つのＯＦＤＭシンボルから有効シンボル長の範囲（例えば２５６
サンプル）の信号を抜き出し、すなわち、１つのＯＦＤＭシンボルからガードインターバ
ル分の範囲を除き、抜き出したベースバンドＯＦＤＭ信号に対してＦＦＴ演算を行う。具
体的にその演算開始位置は、ＯＦＤＭシンボルの境界から、ガードインターバルの終了位
置までの間のいずれかの位置となる。この演算範囲のことをＦＦＴウィンドウと呼ぶ。
【００９４】
このようにＦＦＴ演算部２８から出力された周波数領域のＯＦＤＭ信号は、時間領域のベ
ースバンドＯＦＤＭ信号と同様に、実軸成分（Ｉチャネル信号）と、虚軸成分（Ｑチャネ
ル信号）とからなる複素信号となっている。周波数領域のＯＦＤＭ信号は、ＷＡＦＣ部３
０、イコライザ３２に供給される。
【００９５】
ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９及びＷＡＦＣ部３０は、ｆｃ補正部２７の出力信号に含ま
れてしるキャリア周波数誤差を算出する。ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９は、サブキャリ
アの周波数間隔の±１／２以下の精度の狭帯域ｆｃ誤差を算出する。ＷＡＦＣ部３０は、
サブキャリアの周波数間隔精度の広帯域ｆｃ誤差を算出する。ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部
２９及びＷＡＦＣ部３０により求められたキャリア周波数誤差は、それぞれＮＣＯ３１に
供給される。
【００９６】
また、ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９は、ＦＦＴ演算部２８によるＦＦＴ演算の開始タイ
ミングを求め、ＦＦＴの演算範囲（ＦＦＴウィンドウ）を制御することも行う。このＦＦ
Ｔウィンドウの制御は、サブキャリアの周波数間隔の±１／２以下の精度の狭帯域キャリ
ア周波数誤差を算出する際に得られるＯＦＤＭシンボルの境界位置情報、及び、そのＯＦ
ＤＭ信号のガードインターバルの長さに基づき行われる。ＩＳＤＢ－Ｔ規格では、ガード
インターバルの長さが、４パターン定められている。有効シンボルとの長さ比で表したと
きに、１／４、１／８、１／１６、１／３２の長さとなる。受信したＯＦＤＭ信号のガー
ドインターバルの長さは、制御部３８により設定される。
【００９７】
ＮＣＯ３１は、ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９により算出されたサブキャリア周波数間隔
の±１／２精度の狭帯域キャリア周波数誤差と、ＷＡＦＣ部３０により算出されたサブキ
ャリア周波数間隔精度の広帯域ｆｃ誤差とを加算し、加算して得られたキャリア周波数誤
差に応じて周波数が増減するｆｃ誤差補正信号を出力する。このｆｃ誤差補正信号は、複
素信号であり、ｆｃ補正部２７に供給される。このｆｃ誤差補正信号は、ｆｃ補正部２７
によりベースバンドＯＦＤＭ信号に複素乗算され、ベースバンドＯＦＤＭ信号のキャリア
周波数誤差成分が除去される。
【００９８】
イコライザ３２は、例えばスキャッタードパイロット信号（ＳＰ信号）を用いて、ＯＦＤ
Ｍ周波数領域信号の位相等化及び振幅等化を行う。位相等化及び振幅等化がされた周波数
領域のＯＦＤＭ信号は、周波数方向デインタリーバ３３及びＴＭＣＣ復号部３７に供給さ
れる。なお、送信された信号が、差動復調信号（ＤＱＰＳＫ）である場合には、このイコ
ライザ３２の処理は行われない。
【００９９】
周波数方向デインタリーバ３３は、送信側で周波数方向にインタリーブされたデータを、
そのインタリーブパターンに従ってデインタリーブする。周波数方向のデインタリーブ処
理がされたデータは、時間方向デインタリーバ３４に供給される。
【０１００】
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時間方向デインタリーバ３４は、送信側で時間方向にインタリーブされたデータを、イン
タリーブパターンに従って、デインタリーブする。ＩＳＤＢ－Ｔ規格では、各モードでイ
ンタリーブパターンが５パターン定められている。例えば、モード１であれば、遅延補正
シンボル数が０、２８、５６、１１２、２２４となるような、５つのパターンが規定され
ている。デインタリーブするために用いられるインタリーブパターンは、制御部３８の制
御によって設定される。時間方向のデインタリーブ処理がされたデータは、デマッピング
部３５に供給される。
【０１０１】
デマッピング部３５は、所定のキャリア変調方式に従ったデマッピング処理を行って、Ｏ
ＦＤＭ周波数領域信号の各サブキャリアに直交変調されているデータを復調する。ＩＳＤ
Ｂ－Ｔ規格では、キャリア変調方式としてＤＱＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡ
Ｍの変調方式が規定されている。デマッピング部３５は、デマッピングをするために必要
となるマッピングパターン等が制御部３８の制御によって設定される。デマッピング部３
５により復調されたデータは、エラー訂正部３６に供給される。
【０１０２】
エラー訂正部３６は、送信側でパンクチュアード畳み込み符号で符号化されたデータをビ
タビ復号し、さらに、外符号として付加されたリード－ソロモン符号を用いてエラー訂正
処理を行う。ＩＳＤＢ－Ｔ規格では、１／２、２／３、３／４、５／６、７／８となるよ
うな、パンクチュアード畳み込み符号の符号化率が定められている。エラー訂正部３６は
、ビタビ復号するために用いられる畳み込み符号の符号化率が制御部３８によって設定さ
れる。
【０１０３】
エラー訂正部３６によりエラー訂正がされたデータは、後段の例えばＭＰＥＧ復号部等に
供給される。
【０１０４】
ＴＭＣＣ復号部３７は、シンボル内の所定のサブキャリア位置に挿入されてるＴＭＣＣ信
号を抽出し、このＴＭＣＣに記述されている情報を復号する。ＴＭＣＣには、テレビジョ
ン放送システムのシステム識別情報、当該ＴＭＣＣ情報を切り替えるためのカウントダウ
ン情報、緊急警報放送用起動フラグ、セグメント形式識別フラグ、キャリア変調方式、畳
み込み符号化率、時間方向のインタリーブパターン等の情報が記述されている。ＴＭＣＣ
復号部３７は、復号した各情報を制御部３８に供給する。
【０１０５】
また、このＴＭＣＣ復号部３７は、ＴＭＣＣ信号のシンクコード（同期信号）を検出して
、フレーム同期信号を生成する。このフレーム同期信号は、ＯＦＤＭフレームの所定の位
置（例えばフレームの先頭位置）で例えばＯＮとなるような、受信したＯＦＤＭ信号の１
フレーム期間及びフレームの先頭位置を規定する信号である。ＴＭＣＣ復号部３７は、例
えば、ＴＭＣＣ信号のシンクコードに基づきＰＬＬ等をかけ同期クロック再生等を行うこ
とによって、このフレーム同期信号を生成する。このフレーム同期信号は、例えば、イコ
ライザ３２、エラー訂正部３６、制御部３８等に供給され、ＳＰ信号の同期タイミングや
パンクチャードの切り換えタイミング等の制御に用いられる。
【０１０６】
制御部３８は、各部のコントロール及び装置全体のコントロールを行う。また、制御部３
８には、ＴＭＣＣ復号部３７により復号された各情報が入力され、これらの情報に基づき
各部の制御及びパラメータの設定等を行う。また、制御部３８は、メモリ３９に格納され
ている情報を読み出し、読み出した情報に基づき各部の制御及びパラメータの設定等を行
う。
【０１０７】
メモリ３９には、コンテンツを放送する情報チャネル毎に、情報チャネルのＲＦ周波数、
その情報チャネルのＯＦＤＭ信号のガードインターバル長、並びに、時間方向のインタリ
ーブパターン、キャリア変調方式、畳み込み符号化率等のＴＭＣＣに記述されている情報
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内容がプリセットしてある。また、メモリ３９には、ｆｃ補正回路２７に供給するｆｃ誤
差補正信号の初期値（ＷＡＦＣ部３０から出力される搬送波間隔単位の精度の補正値、及
び、Ａ／Ｄ変換器２５に供給するサンプリングクロックのクロック周波数の初期値）がプ
リセットされている。
【０１０８】
リモートコントローラ（リモコン）４０は、ユーザにより、視聴するプログラムを提供し
ている情報チャネルの選択入力がされ、その選択情報が例えば赤外線通信等により制御部
３８に送信される。ユーザは、例えば、紙面上に記載されているプログラムガイド等を参
照して、情報チャネルを選択したり、或いは、例えばモニタ上に表示されたＥＰＧ（ Elec
tric Program Gide）を選択することにより情報チャネルを選択してもよい。
【０１０９】
つぎに、電源投入時の受信開始動作、連結送信外へのチャネル変更時（連結送信されてい
ない他のチャネルへの変更）の受信開始動作、連結送信内でのチャネル変更時（連結送信
されているチャネルへの変更）の受信開始動作について説明する。
【０１１０】
電源投入時の受信開始動作は以下のようになる。
【０１１１】
まず、ユーザは、電源投入後、リモートコントローラ４０を用いて、自分が視聴する情報
チャネルを選択する。選択された情報チャネルを特定する情報は、ユーザ選択情報として
、制御部３８に供給される。
【０１１２】
制御部３８は、ユーザにより選択された情報チャネルに対応したＲＦ周波数、ガードイン
ターバル長、インタリーブパターン、キャリア変調方式、畳み込み符号化率、ｆｃ誤差補
正信号の初期値、サンプリング周波数を、メモリ３９から読み出す。制御部３８は、受信
動作開始とともに、読み出したこれらの情報に基づき、チューナ２３の局部発振周波数、
ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９のガードインターバル長、時間方向デインタリーバ３４の
インタリーブパターン、エラー訂正部３６の畳み込み符号化率、ｆｃ補正回路２７に供給
するｆｃ誤差補正信号の初期値、Ａ／Ｄ変換器２５に供給するサンプリングクロックのク
ロック周波数の初期値を設定する。
【０１１３】
制御部３８は、各設定が終了すると、受信動作を開始する。
【０１１４】
このようにＯＦＤＭ受信装置２０では、予めコンテンツを提供している情報チャネルと、
その情報チャネルのＲＦ周波数、その情報チャネルから放送されるＯＦＤＭ信号のガード
インターバル、その情報チャネルのＯＦＤＭ信号に付加されているＴＭＣＣの内容（例え
ば、インタリーブパターン、キャリア変調方式、畳み込み符号化率）、クロック周波数及
びｆｃ誤差補正信号の初期値を、予めメモリ３９内にプリセットしてある。そして、ユー
ザが受信する情報チャネルを選択すると、このメモリ３９内にプリセットされている情報
に基づき、各種の設定がされる。
【０１１５】
なお、メモリ３９内に格納されているガードインターバル長情報が、実際に受信したＯＦ
ＤＭ信号のガードインターバル長と異なっていて、正しい復調ができなかった場合（例え
ば、ＴＭＣＣが検出できなかった場合）には、新しくガードインターバル長のサーチを行
い、設定をやり直すようにしてもよい。
【０１１６】
連結送信外へのチャネル変更時の受信開始動作は以下のようになる。
【０１１７】
まず、ユーザは、ある情報チャネルの受信中に、他の情報チャネルを視聴したい場合、リ
モートコントローラ４０を用いて、変更する情報チャネルを選択する。選択された情報チ
ャネルを特定する情報は、ユーザ選択情報として、制御部３８に供給される。
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【０１１８】
制御部３８は、ユーザにより選択された情報チャネルに対応したＲＦ周波数、ガードイン
ターバル長、インタリーブパターン、キャリア変調方式、畳み込み符号化率を、メモリ３
９から読み出す。制御部３８は、受信動作開始とともに、読み出したこれらの情報に基づ
き、チューナ２３の局部発振周波数、ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９のガードインターバ
ル長、時間方向デインタリーバ３４のインタリーブパターン、エラー訂正部３６の畳み込
み符号化率を設定する。
【０１１９】
また、制御部３８は、Ａ／Ｄ変換器２５のサンプリングクロック周波数、ｆｃ補正回路２
７に供給するｆｃ誤差補正信号の値（ＷＡＦＣ部３０から出力される搬送波間隔単位の精
度の補正値、及び、ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９から出力される搬送波間隔以下の精度
の補正値）を、チャネル変更前の値のまま保持しておく。
【０１２０】
制御部３８は、各設定が終了すると、受信動作を開始する。
【０１２１】
このようにＯＦＤＭ受信装置２０では、連結送信外へのチャネル変更時には、クロック周
波数、ｆｃ誤差補正値の値を、チャネル変更前の値のまま保持して、次のチャネルの受信
を開始する。このことにより、クロック同期の引き込み時間及びキャリア周波数同期の引
き込み時間を短縮することができる。
【０１２２】
連結送信内でのチャネル変更時の受信開始動作は以下のようになる。
【０１２３】
まず、ユーザは、ある情報チャネルの受信中に、連結送信されている他の情報チャネルを
視聴したい場合、リモートコントローラ４０を用いて、変更する情報チャネルを選択する
。選択された情報チャネルを特定する情報は、ユーザ選択情報として、制御部３８に供給
される。
【０１２４】
制御部３８は、ユーザにより選択された情報チャネルに対応したＲＦ周波数、インタリー
ブパターン、キャリア変調方式、畳み込み符号化率を、メモリ３９から読み出す。制御部
３８は、受信動作開始とともに、読み出したこれらの情報に基づき、チューナ２３の局部
発振周波数、ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９のガードインターバル長、時間方向デインタ
リーバ３４のインタリーブパターン、エラー訂正部３６の畳み込み符号化率を設定する。
【０１２５】
また、制御部３８は、ＦＦＴウィンドウの位置、Ａ／Ｄ変換器２５のサンプリングクロッ
ク周波数、ｆｃ補正回路２７に供給するｆｃ誤差補正信号の値（ＷＡＦＣ部３０から出力
される搬送波間隔単位の精度の補正値、及び、ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ部２９から出力さ
れる搬送波間隔以下の精度の補正値）を、チャネル変更前の値のまま保持しておく。連結
送信しているので、変更前の情報チャネルと変更後の情報チャネルとでガードインターバ
ルの長さは同一である。従って、ＦＦＴウィンドウの位置を保持したままとしておいても
、ＦＦＴウィンドウの同期をとることができ、そのため、ＦＦＴウィンドウの同期引き込
み時間が短縮する。
【０１２６】
また、さらに、連結送信内で情報チャネルを変更する場合には、フレーム同期も保持した
ままとしておく。本発明では、連結送信する場合、図４に示したように、フレームの送信
タイミングが同期するように各情報チャネルのフレーム構成がされている。そのため、フ
レームの同期タイミング（例えば、フレームの先頭位置）は、情報チャネル間で一致する
。従って、連結送信内で情報チャネルを変更する場合には、変更前の情報チャネルに対す
るフレーム同期タイミングを用いて、変更後の情報チャネルのフレーム同期制御を行って
も、同期制御を確実に行うことができる。
【０１２７】
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このように、連結送信内で情報チャネルを変更する場合にフレーム同期を保持したままと
することで、新たにフレーム同期の引き込み動作を行う必要がなくなり、音声や映像の再
生、データの復号を早く開始することができる。
【０１２８】
以上の３つの受信例における同期回路の動作をまとめた表を以下に示す。
【０１２９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１３０】
なお、ｆｃ誤差補正信号の初期値は、ある情報チャネルのＲＦ周波数を最初に受信したと
きに出力されるｆｃ誤差を予め推定しておき、そのｆｃ誤差を受信開始時からキャンセル
できるような値が設定される。このように初期値が設定されることによって、キャリア周
波数同期の引き込みを短縮することができる。もっとも、チューナ２３の局部発振器の周
波数精度がよい場合、チャネル変更時にある程度の周波数変化があったとしても、ｆｃ誤
差がほとんど変化しないことがある。そのような場合には、チャネル変更前とチャネル変
更後とで、ｆｃ誤差補正信号の値を保持したままとするようにすることで、さらにキャリ
ア周波数同期の引き込みを短縮することができる。もっとも、チャネル変更時にｆｃ誤差
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が大きく変化すると推定される場合には、初期値を設定するようにする。
【０１３１】
以上のように本発明の実施の形態のＯＦＤＭ送信装置１では、複数の周波数領域のＯＦＤ
Ｍ信号を周波数方向に多重化し一括して逆フーリエ変換した連結送信を行い、その際に伝
送フレームの同期をとって各周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する。
【０１３２】
そして、本発明の実施の形態のＯＦＤＭ受信装置２０では、上記連結送信がされている場
合、その連結送信がされているチャネル間で受信する情報チャネルを切り換えたときには
、伝送フレームの同期を保持して他のチャネルに切り換える。すなわち、伝送フレームの
同期を切らずに情報チャネルの切り替えをする。
【０１３３】
このことにより、受信する情報チャネルの変更時における切り換え時間を短くすることが
でき、映像や音声の再生、データの出力を早く開始することができる。
【０１３４】
なお、本発明の実施の形態を説明するにあたり、連結するチャネル数を３つとした例を示
したが、本発明では連結する情報チャネルの数を任意の数とすることができる。
【０１３５】
ところで、情報チャネルの変更動作を行う場合、まず、その変更先の情報チャネルが、連
結送信外への変更であるか、連結送信内での変更であるかを、判断する必要がある。
【０１３６】
ここで、判断をする手法として、連結送信がされている情報チャネルのグループを、予め
システムにプリセットしておくということが考えられる。しかしながら、この場合には、
連結送信をする情報チャネル数やそのＲＦ周波数等を一旦決定して放送を開始してしまう
と、その後変更することができないため、放送局の追加などをする場合に汎用性をもたせ
ることができない。そのため、変更前の情報チャネルで放送されている信号に含まれてい
る情報内容から、変更先の情報チャネルが、連結送信外のチャネルであるのか、或いは、
連結送信内のチャネルであるかを判断できることが望ましい。
【０１３７】
そこで、本発明では、変更先の情報チャネルが変更前の情報チャネルと連結送信されてい
るかどうかを判断することができる連結送信情報を、ＴＭＣＣ信号やＭＰＥＧ－２ｓｙｓ
ｔｅｍｓに規定されているＮＩＴ（ Network Information Table）に記述することとして
いる。
【０１３８】
以下、その記述例について説明をする。
【０１３９】
まず、ＴＭＣＣ信号への記述例について説明をする。
【０１４０】
日本における地上デジタル音声放送方式であるＩＳＤＢ－Ｔｎ規格では、例えば、１８８
ＭＨｚ～１９４ＭＨｚ帯域や１９２～１９８ＭＨｚ帯域（帯域幅６ＭＨｚ）が、ラジオ放
送が使用する周波数帯域として割り当てられている。さらに、このＩＳＤＢ－Ｔｎ規格で
は、この帯域幅６ＭＨｚ内を、最大１３個までのセグメント（１セグメントが１情報チャ
ネルに対応する。）を多重化して連結送信をすることが可能とされている。
【０１４１】
連結送信をする場合には、各チャネルエンコーダ２が各情報チャネルに割り当てて送信す
る周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成した後、それぞれのＯＦＤＭ信号を周波数変換して多
重化し、一括送信をすることとなる。
【０１４２】
各チャネルエンコーダ２は、ＯＦＤＭ信号のフレームを生成するときに、ＴＭＣＣ情報（
１０２ビット）内のＢ１ １ ０ ～Ｂ１ １ ７ に、連結セグメント数（Ｂ１ １ ０ ～Ｂ１ １ ３ ）と
、送信信号のセグメント番号（Ｂ１ １ ４ ～Ｂ１ １ ７ ）とを含めて送信するようにしている
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。
【０１４３】
連結セグメント数とは、その送信信号（そのＴＭＣＣ信号が含まれている信号）とともに
連結送信されているセグメントの総数を意味する値である。つまり、３つの情報チャネル
が連結送信されていればセグメントの総数は３となり、１３個の情報チャネルが連結送信
されていればセグメントの総数は１３となる。連結セグメント数の具体的な記述内容は、
図８に示すようになる。例えば、２セグメントが連結送信されていれば各ビット（Ｂ 1 1 0

～Ｂ 1 1 3）の記述は”００１０”となり、３セグメントが連結送信されていれば各ビット
（Ｂ 1 1 0～Ｂ 1 1 3）の記述は”００１１”となり、４セグメントが連結送信されていれば各
ビット（Ｂ 1 1 0～Ｂ 1 1 3）の記述は”０１００”となる。さらに以後、１セグメント毎に値
が１ずつインクリメントされ、１２セグメントであれば”１１００”、１３セグメントで
あれば”１１０１”となる。そして、単独送信の場合（連結送信されていない場合）であ
れば各ビット（Ｂ 1 1 0～Ｂ 1 1 3）の記述は”１１１１”となる。なお、割り当てられていな
い値は、リザーブ領域である。また、階層構造を規定した、いわゆる３セグメント形式の
場合には、連結送信には含めず、例えば、単独送信として記述する。
【０１４４】
セグメント番号とは、連結送信内での送信信号（そのＴＭＣＣ信号が含まれている信号）
の相対的な位置を示す情報である。
【０１４５】
ＩＳＤＢ－Ｔｎ規格では、連結送信をする場合、図９に示すように、連結送信をしている
中心のセグメントをセグメント番号＃０とし、以下、その中心セグメントから左右交互に
セグメント番号が付けられていく。１３個のセグメントを連結送信する場合には、この図
９に示すように、セグメント番号＃０～＃１２が各セグメントに付けられることとなる。
また、例えば、３個のセグメントを連結送信する場合には、図１０に示すように、セグメ
ント番号＃０～＃２が各セグメントに付けられ、６個のセグメントを連結送信する場合に
は、図１１に示すように、セグメント番号＃０～＃５が各セグメントに付けられる。
【０１４６】
このようなセグメント番号のＴＭＣＣへの具体的な記述内容は、図１２に示すようになる
。
【０１４７】
すなわち、その送信信号（そのＴＭＣＣ信号が含まれている信号）が、セグメント番号＃
０のセグメントに位置するときには”１１１１”が記述され、その送信信号がセグメント
番号＃１のセグメントに位置するときには”１１１０”が記述され、セグメント番号＃２
のセグメントに位置するときには”１１０１”が記述される。以下１セグメント毎に値が
１ずつデクリメントされ、セグメント番号＃１２のセグメントに位置するときには”００
１１”が記述される。なお、割り当てられていない領域は、リザーブ領域となる。
【０１４８】
受信装置２１では　以上のようなＴＭＣＣ情報を取得して、以下のように変更先の情報チ
ャネルが変更前の情報チャネルと連結送信されているかどうかを判断する。
【０１４９】
まず、情報チャネルの変更命令があると、例えばユーザから変更先のＲＦ周波数が入力さ
れる（或いはユーザからの番組や放送局等の選択情報が入力される。この場合は、この選
択情報を例えばテーブル等を用いてＲＦ周波数に変換する。）。続いて、現在の情報チャ
ネルのＲＦ周波数から、変更先のＲＦ周波数の周波数差を算出する。続いて、その周波数
差を、１つの情報チャネルの帯域幅（１セグメントの帯域幅：４３０ｋＨｚ）で除算し、
周波数差をセグメント数の差で換算する。
【０１５０】
続いて、その換算したセグメント数と、ＴＭＣＣ情報に記述された連結セグメント数及び
セグメント番号とから、その変更が、連結送信外への変更であるか、連結送信内での変更
であるかを判断する。例えば、変更前の送信信号のＴＭＣＣ信号の記述内容が、図１３に
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示すように、連結セグメント数が８であり、セグメント番号が＃４であるとする。このと
き、換算したセグメント差が、－５であれば、変更先の情報チャネルは、セグメント番号
＃５となり、連結送信内での変更であることがわかる。また、換算したセグメント差が、
＋４であれば、変更先の情報チャネルにはセグメント番号が割り当てられておらず、連結
送信外への変更であることがわかる。
【０１５１】
以上のように、ＴＭＣＣ情報に連結セグメント数とセグメント番号とを記述することによ
って、変更先の情報チャネルが、連結送信外への変更であるか、連結送信内での変更であ
るかを、容易の判断することができる。
【０１５２】
つぎに、ＭＰＥＧ－２ｓｙｓｔｅｍｓに規定されているＮＩＴに記述する例について説明
をする。
【０１５３】
上述したようにＩＳＤＢ－Ｔｎ規格では、帯域幅６ＭＨｚ内を、最大１３個までのセグメ
ント（１セグメントが１情報チャネルに対応する。）を多重化して連結送信をすることが
可能とされている。ＮＩＴに連結送信情報を記述する場合には、この６ＭＨｚの帯域幅内
に送信される情報チャネルを、連結送信している情報チャネル単位でグループ分けする。
そして、各グループにそれぞれユニークなグループＩＤを設け、このグループＩＤをＮＩ
Ｔに記述するようにする。
【０１５４】
例えば、６ＭＨｚ帯域内の最も低い周波数の連結送信グループにグループＩＤ＃０を割り
当て、次の連結送信グループにグループＩＤ＃１、以後、７番目に連結送信グループ（グ
ループＩＤ＃６）までそれぞれグループＩＤを割り当てる。そして、図１４に示すように
、それぞれのグループ番号を３ビットの値で表現した連結送信情報をＮＩＴに記述する。
なお、単独送信の場合（連結送信をしていない場合）には、別途ユニークな値（例えば、
“１１１”）を割り当てる。
【０１５５】
６ＭＨｚの帯域内に、２セグメントの連結送信がされた連結送信グループが５個あり、単
独送信のセグメントが１個ある場合、図１５に示すように、各連結送信グループにグルー
プＩＤが割り当てられる。
【０１５６】
このようなＮＩＴは、ソースエンコーダ１ａにより、全ての情報チャネルに対して同一の
内容が記述されることとなる。そして、受信側では、図５に示したように、ＭＰＥＧデコ
ーダ２１によりＮＩＴが解析され、その情報が受信側にフィードバックされる。すなわち
、受信装置２１は、他の情報チャネルがどの連結送信グループに属するかが、このＮＩＴ
が解析されることにより、常に判断することができる。
【０１５７】
受信装置２１では　ＮＩＴ情報に記述された連結送信情報を受信して、以下のように、変
更先の情報チャネルが変更前の情報チャネルと連結送信されているかどうかを判断する。
【０１５８】
まず、情報チャネルの変更の命令があると、変更先の情報チャネルが、連結送信が可能な
周波数チャネルの範囲（上述した６ＭＨｚ帯域の範囲である。なお、ＩＳＤＢ－Ｔｎの場
合、この帯域の範囲外の情報チャネルとは連結送信がされないことが規定されている。）
にあるかどうかを判断する。変更先の情報チャネルが、この６ＭＨｚ帯域の範囲外にある
場合には、連結送信がされていないと判断する。変更先の情報チャネルがこの６ＭＨｚ帯
域の範囲内にある場合には、続いて、ＮＩＴを参照し、変更先の情報チャネルの連結送信
グループのグループＩＤと、変更前の情報チャネルの連結送信グループのグループＩＤと
を比較する。比較した結果、グループＩＤが一致すれば、その変更先の情報チャネルが、
連結送信内での変更であるかとを判断する。また、グループＩＤが一致しなければ、その
変更先の情報チャネルが連結送信外への変更であると判断する。
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【０１５９】
以上のように、ＮＩＴに連結送信グループＩＤを記述することによって変更先の情報チャ
ネルが、連結送信外への変更であるか、連結送信内での変更であるかを、容易の判断する
ことができる。
【０１６０】
なお、このような連結送信情報は、ＴＭＣＣ情報又はＮＩＴのいずれか一方のみに記述し
てもよいし、また、ＴＭＣＣ情報及びＮＩＴの両者に記述してもよい。
【０１６１】
また、チャネルの変更が連結送信外への変更であるか、連結送信内での変更であるかを判
断した後、例えば、送信時にＯＦＤＭフレームの配置に同期がとられていれば、フレーム
同期の保持を行うが、もし、ＯＦＤＭフレームの配置に同期がとられていなければ、ＦＦ
Ｔウィンドの同期の保持のみを行うようにしてもよい。
【０１６２】
【発明の効果】
　本発明に係るＯＦＤＭ送信装置及び方法では、複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号をグル
ープ毎に周波数方向に多重化し、一括して逆フーリエ変換した連結送信を行い、その際に
、グループ毎に伝送フレームの同期をとって各周波数領域のＯＦＤＭ信号を生成する。
【０１６３】
このような本発明によれば、受信する情報チャネルの変更時における切り換え時間を短く
することができ、映像や音声の再生、データの出力を早く開始することができる。
【０１６４】
　また、本発明に係るＯＦＤＭ送信装置及び方法では、複数の周波数領域のＯＦＤＭ信号
をグループ毎に周波数方向に多重化し、一括して逆フーリエ変換した連結送信を行い、そ
の際に、連結送信に関わる連結送信情報を各周波数領域のＯＦＤＭ信号に含める。
【０１６５】
　このような本発明によれば、変更先の情報チャネルが、連結送信外への変更であるか、
連結送信内での変更であるかを、容易に判断することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ソースエンコーダとＯＦＤＭ送信装置との構成を示す図である。
【図２】本発明を適用したＯＦＤＭ送信装置のブロック構成図である。
【図３】周波数変換部のブロック構成図である。
【図４】多重化されたＯＦＤＭ信号のフレーム同期について説明する図である。
【図５】ＯＦＤＭ受信装置とＭＰＥＧデコーダとの構成を示す図である。
【図６】本発明を適用したＯＦＤＭ受信装置のブロック構成図である。
【図７】ＴＭＣＣ情報に記述する連結セグメント数及び送信信号のセグメント番号につい
て説明する図である。
【図８】連結セグメント数の具体的な記述内容について説明をする図である。
【図９】１３セグメントを連結送信した例を示す図である。
【図１０】３セグメントを連結送信した例を示す図である。
【図１１】６セグメントをを連結送信した例を示す図である。
【図１２】セグメント番号の具体的な記述内容について説明をする図である。
【図１３】連結送信内へのチャネル変更の場合と、連結送信外へのチャネル変更について
説明をする図である。
【図１４】連結送信グループＩＤについて説明をする図である。
【図１５】２セグメントの連結送信がされた連結送信グループが５個あり、単独送信のセ
グメントが１個ある場合の送信例を示す図である。
【図１６】チャネル間に設けられたガードバンドについて説明をする図である。
【図１７】連結送信がされた信号を説明をする図である。
【図１８】従来のＯＦＤＭ送信装置のブロック構成図である。
【図１９】３チャネルを一括してＩＦＦＴ変換して得られたベースバンドのＯＦＤＭ信号
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の周波数特性図である。
【図２０】ガードインターバルが含まれたＯＦＤＭシンボルについて説明をする図である
。
【図２１】差動変調（ＤＱＰＳＫ）により情報信号を変調する場合におけるフレーム構成
について説明をする図である。
【図２２】同期変調（ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ）により情報信号を変調する場
合におけるフレーム構成を説明する図である。
【図２３】差動変調用のＯＦＤＭフレームでのＴＭＣＣ信号及びＡＣ信号のシンボル内に
おける配置を説明する図である。
【図２４】同期変調用のＯＦＤＭフレームでのＴＭＣＣ信号及びＡＣ信号のシンボル内に
おける配置を説明する図である。
【図２５】ＴＭＣＣ信号内の含まれている情報内容を説明するための図である。
【符号の説明】
１ａ　ソースエンコーダ、０　ＯＦＤＭ送信装置、２ -１，２ -２，２ -３　チャネルエン
コーダ、２ -１ａ，２ -２ａ，２ -３ａフレーム構成部、３ -１，４ -２，４ -３　周波数変換
部、５　多重化部、６　ＩＦＦＴ演算部、７　ガードインターバル付加部、８　直交変調
部、９　周波数変換部、１０　アンテナ、２０　ＯＦＤＭ受信装置、２１　ＭＰＥＧデコ
ーダ、２３　チューナ、２４　ＢＰＦ、２５　Ａ／Ｄ変換部、２６　デジタル直交復調、
２７　ｆｃ補正部、２８　ＦＦＴ演算部、２９　ＦＡＦＣ・Ｗ－Ｓｙｎｃ、３０　ＷＡＦ
Ｃ、３１　ＮＣＯ、３２　イコライザ、３３　周波数方向デインタリーバ、３４　時間方
向デインタリーバ、３５　デマッピング部、３６　エラー訂正部、３７　ＴＭＣＣ復号部
、３８　制御部、３９　メモリ、４０　リモートコントローラ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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